
渋
沢
栄
一
と
岩が
ん
え
つ越
鉄
道
敷
設

　

当
館
に
は
岩
越
線
（
現
在
の
磐
越
西
線
）
敷
設
の
た
め
に

設
立
さ
れ
た
岩
越
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
公
文
書
が
収
蔵

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
表
題
は
、
『
軌
道
條
例
ニ
関
ス
ル
命
令

書
案
一
途
、
岩
越
銕
道
ニ
関
ス
ル
書
類
』
（
福
島
大
学
蔵
明

治
・
大
正
期
の
福
島
県
庁
文
書
四
八
）
で
あ
る
。
そ
の
簿
冊

に
編へ

ん
て
つ綴

さ
れ
て
い
る
内
務
部
第
二
課
作
成
の
『
岩
越
鐵
道
ニ

關
ス
ル
書
類
』
に
は
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
六
月

二
十
五
日
付
第
一
国
立
銀
行
頭
取
渋
沢
栄
一
（
一
八
四
〇
―

一
九
三
一
）
の
書
簡
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
福
島
県
知
事
で
あ
っ
た
日く

さ

下か

義
雄
（
一
八
五
二
―

一
九
二
三
）
は
、
岩
越
鉄
道
株
式
会
社
設
立
に
つ
い
て
斡
旋
・

尽
力
し
て
く
れ
た
キ
ー
マ
ン
の
渋
沢
栄
一
・
日
本
鉄
道
株
式

会
社
長
小
野
義ぎ

真し
ん

・
三
菱
合
資
会
社
監
務
岩
崎
弥
之
助
等
三

名
に
対
し
て
六
月
二
十
二
日
付
で
丁
寧
な
御
礼
状
を
送
付
し

て
い
る
。
こ
の
日
下
の
手
紙
は
、
福
島
県
庁
で
六
月
二
十
二

日
に
起
案
さ
れ
、
決
裁
の
手
続
き
を
経
て
即
日
郵
送
さ
れ
た

が
、
渋
沢
の
手
紙
は
そ
れ
に
対
す
る
返
信
で
あ
っ
た
。

　

渋
沢
の
手
紙
に
よ
る
と
、
岩
越
線
敷
設
に
つ
い
て
次
の
よ

う
な
経
緯
が
判
明
す
る
。

　

渋
沢
は
日
下
と
は
以
前
か
ら
昵
懇
の
間
柄
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
一
昨
年
の
明
治
二
十
六
年
よ
り
岩
越
線
敷
設
に
つ

い
て
相
談
に
乗
っ
て
き
た
。
ま
た
、
当
時
の
渋
沢
は
日
本
鉄

道
株
式
会
社
の
重
役
も
兼
ね
て
い
た
た
め
、
岩
越
線
が
開
通

し
た
暁
に
は
同
社
経
営
の
東
北
本
線
と
郡
山
駅
で
繋
が
る
こ

と
に
な
り
、
少
し
ば
か
り
の
お
手
伝
い
を
し
た
に
過
ぎ
な
い

と
謙
遜
し
、
岩
越
鉄
道
株
式
会
社
成
立
の
見
込
み
が
立
っ
た

こ
と
を
祝
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
渋
沢
栄
一
の
人
柄
と
同
時

に
、
「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
渋
沢
の
冷
静
な

経
営
判
断
を
も
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

岩
越
鉄
道
会
社
は
、
こ
の
よ
う
な
日
下
と
渋
沢
・
岩
崎
・

小
野
等
と
の
強
い
縁
も
あ
っ
て
、
明
治
二
十
九
年
八
月
に
設

立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

（
渡
邉 

智
裕
）
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時
代
劇
に
も
登
場
す
る
「
目
明
し
」
は
、

与
力
・
同
心
の
手
先
で
、
江
戸
の
捜
査
機

関
の
末
端
で
働
い
た
。
陸
奥
国
で
も
、
城

下
町
・
宿
場
町
・
鉱
山
町
に
目
明
し
が
置

か
れ
、
彼
ら
が
探
索
・
治
安
維
持
に
努
め

た
。
目
明
し
の
実
態
を
示
す
た
め
、
明
和

二
年
（
一
七
六
五
）
十
二
月
五
日
、
福
島

町
の
目
明
し
石
田
弥
次
兵
衛
・
武
田
文
治

が
、
町
年
寄
の
金
沢
弥
五
兵
衛
ら
に
宛
て

た
「
差
出
シ
申
一
札
之
事
」
（
小
川
清
士

家
文
書
六
九
）
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

福
島
藩
か
ら
目
明
し
に
任
じ
ら
れ
た
石

田
ら
は
、
困
窮
に
よ
り
務
め
に
支
障
が
生

じ
た
た
め
、
町
役
人
に
頼た

の

母も

し子
合
力
を
願

い
出
た
。
前
例
は
無
か
っ
た
が
、
そ
の
願

い
は
聞
き
入
れ
ら
れ
、
町
方
か
ら
手
当
金

十
四
両
が
与
え
ら
れ
た
。
手
当
に
感
謝
し

た
石
田
ら
は
、
本
書
を
認
め
、
目
明
し
を

滞
り
な
く
務
め
る
こ
と
、
怠
っ
た
際
は
手

当
金
を
返
金
す
る
こ
と
、
今
後
合
力
を
願

い
出
な
い
こ
と
を
約
し
た
。
本
書
で
の
目

明
し
の
任
務
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

あ
昼
夜
、
惣
町
内
を
巡
回
し
、
悪
し
き
者

の
徘
徊
や
盗
難
を
取
締
り
、
盗
難
事
件
の

探
索
指
示
が
あ
り
次
第
、
犯
人
を
捜
し
出

し
金
品
を
取
り
戻
す
こ
と
。
た
だ
し
、
探

索
費
用
は
少
額
で
あ
れ
ば
請
求
せ
ず
、
多

額
の
場
合
に
限
り
請
求
す
る
こ
と
。

　

惣
町
内
の
博
打
宿
・
三み

笠か
さ
づ
け付

宿
を
取
り

締
ま
る
こ
と
。
も
し
違
反
が
表
沙
汰
と

な
っ
た
場
合
、
目
明
し
も
咎
を
負
う
。

　

惣
町
内
で
の
不
審
者
の
徘
徊
と
彼
ら
の

宿
泊
を
取
り
締
ま
る
こ
と
。

　

惣
町
内
で
喧
嘩
口
論
や
理
不
尽
な
者
を

見
掛
け
次
第
、
取
り
鎮
め
る
こ
と
。

　

惣
町
内
の
店
棚
を
見
舞
い
、
不
審
者
を

留
め
置
か
せ
な
い
よ
う
確
認
す
る
こ
と
。

ま
た
、
酒
屋
な
ど
無
許
可
の
商
売
人
が
入

り
込
み
そ
う
な
所
も
見
回
る
こ
と
。
特
に

盆
詰
・
暮
市
は
念
を
入
れ
見
回
る
こ
と
。

　

市
場
で
近
年
ス
リ
が
増
え
て
い
る
の

で
、
こ
れ
を
取
締
り
、
紛
失
が
あ
れ
ば
捜

査
し
て
金
品
を
取
り
戻
す
こ
と
。

　

以
上
が
福
島
町
の
目
明
し
の
務
め
で
あ

る
が
、
他
の
町
場
の
目
明
し
も
同
様
の
任

務
を
遂
行
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
し
く
な

い
。
彼
ら
は
、
旅
籠
・
茶
屋
な
ど
の
本
業

を
営
み
つ
つ
右
の
任
務
に
当
た
っ
て
お

り
、
時
に
本
書
の
よ
う
に
困
窮
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
安
永
年

間
以
降
に
は
、
福
島
町
の
目
明
し
に
先
の

石
田
弥
次
兵
衛
（
下
役
に
二
郎
作
・
菊
太

郎
）
と
石
田
清
左
衛
門
・
荒
町
元
右
衛
門
・

綱
沢
久
七
が
任
じ
ら
れ
、
役
料
金
一
両
が

与
え
ら
れ
て
い
る
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）

　

江
戸
時
代
に
は
様
々
な
「
農
書
」
と
呼

ば
れ
る
農
業
技
術
書
が
著
さ
れ
、
版
元
か

ら
出
版
さ
れ
て
全
国
の
農
村
に
ま
で
広
く

流
通
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
当
館
に
も
幾

つ
か
の
農
書
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ

で
紹
介
す
る
『
穂
に
穂
』
（
杉
内
重
義
家

文
書
（
そ
の
二
）
六
五
）
は
、
東
北
地
方

で
は
伝
来
の
少
な
い
農
書
で
あ
る
。

　

『
穂
に
穂
』
は
、
川
合
元
（
一
七
二
八

―
一
八
〇
四
）
の
編
に
よ
り
天
明
六
年

（
一
七
八
六
）
に
一
冊
本
で
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
編
者
の
川
合
は
、
諱
を
元
、
字
を

申
甫
、
号
を
二
生
、
通
称
を
忠
蔵
・
仲
象

と
い
う
。
備
中
国
小
田
郡
大
江
村
（
岡
山

県
井
原
市
大
江
町
）
の
出
身
で
、
福
山
藩

に
仕
え
た
漢
学
者
で
あ
る
。

　

当
館
本
は
刊
年
未
詳
版
で
あ
る
が
、
大

坂
心
斎
橋
の
河
内
屋
和
助
が
書
林
の
宣
伝

文
を
奥
付
に
載
せ
て
い
る
の
で
、
安
政
年

間
（
一
八
五
四
―
一
八
六
〇
）
以
降
の
幕

末
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

『
穂
に
穂
』
は
、
角
書
を
含
め
た
別
名

を
『
一い

ち

粒
り
ゅ
う

万
倍
穂
に
穂
』
と
も
い
う
。
「
一

粒
万
倍
」
と
は
、
一
粒
の
種
子
を
蒔
く
と
、

そ
の
万
倍
も
の
粒
と
な
る
こ
と
か
ら
転
じ

て
、
僅
か
な
も
の
か
ら
非
常
に
多
く
の
益

を
あ
げ
る
こ
と
を
い
い
、
稲
の
異
名
と
し

て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

見
返
し
に
は
書
名
の
他
に
、
こ
の
本
は

単
な
る
農
業
技
術
書
で
は
な
く
、
農
業
に

よ
っ
て
家
産
を
殖
や
す
方
法
を
記
し
た
書

で
あ
る
と
川
合
は
強
調
し
て
い
る
。
内
容

は
、
農
事
総
論
・
稲
作
・
綿
作
・
大
麦
作
・

諸
畑
作
・
植
樹
等
か
ら
な
り
、
仏
教
・
神

道
・
儒
学
の
知
識
を
踏
ま
え
て
叙
述
さ
れ

て
い
る
。

　

扉
表
に
は
「
農
業
」
と
い
う
題
字
が
掲

げ
ら
れ
、
上
の
扉
裏
に
は
「
応
挙
画
」
と

い
う
落
款
の
荒
起
こ
し
図
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。
三
人
の
男
は
打
ち
鍬
で
田
を
耕
起

し
、
二
人
の
女
は
耕
起
し
た
土
塊
を
槌
で

細
か
く
砕
い
て
い
る
。
こ
の
応
挙
は
、
円

山
応
挙
（
一
七
三
三
―
一
七
九
五
）
が
活

躍
し
た
時
代
に
合
致
す
る
。

　

ま
た
、
跋
文
の
前
に
も
「
応
挙
画
」
と

い
う
落
款
の
あ
る
稲
刈
り
や
稲
運
び
の
図

が
存
在
し
て
い
る
。
三
人
の
男
は
鎌
で
稲

刈
り
を
し
、
二
人
の
男
は
束
ね
た
稲
を
担

い
だ
り
、
朸

お
う
こ

で
運
搬
し
て
い
る
。

　

な
お
、
見
返
し
に
は
牛
に
よ
る
水
田
犂り

耕こ
う

の
図
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
享
保
十
四

年
（
一
七
二
九
）
に
出
版
さ
れ
た
『
絵
本

通
宝
志
』
所
載
の
狩
野
派
絵
師
橘
守
国

（
一
六
七
九
―
一
七
四
八
）
画
を
転
用
し

た
も
の
と
指
摘
で
き
る
。 

（
渡
邉 

智
裕
）
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『
穂
に
穂
』
と
円
山
応
挙

近
世
の
町
場
と
目
明
し



　

会
津
郡
古
町
組
鴇と

う
の
す巣

村
（
現
南
会
津

町
）
の
名
主
を
務
め
た
馬
場
家
に
、
文
化

四
年
（
一
八
〇
七
）
三
月
「
風
俗
帳
」（
馬

場
新
家
文
書
（
そ
の
二
）
四
四
三
）
が
伝

わ
る
。
本
書
は
、
会
津
藩
の
地
誌
編
纂
に

関
連
し
、
伊
南
郷
古
町
組
と
伊
北
郷
和
泉

田
組
・
黒
谷
組
・
大
塩
組
（
現
南
会
津
町

伊
南
地
域
・
南
郷
地
域
、
檜
枝
岐
村
、
只

見
町
、
金
山
町
の
一
部
）
の
風
土
・
産
業
・

方
言
・
年
中
行
事
・
冠
婚
葬
祭
を
、
地
元

か
ら
書
き
上
げ
さ
せ
た
史
料
で
、
山
口
村

（
現
南
会
津
町
）
名
主
が
写
し
た
控
で
あ

る
。
内
容
は
詳
細
か
つ
多
岐
に
亘
り
、
歴

史
学
に
限
ら
ず
民
俗
学
・
農
学
・
方
言
学

の
分
野
で
も
好
個
の
史
料
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
農
間
余
業
に
絞
り
、
只
見
川
上
流
・

伊
南
川
流
域
の
諸
生
業
を
紹
介
し
た
い
。

　

は
じ
め
に
、
林
野
資
源
の
加
工
及
び
製

造
に
注
目
す
る
と
、
二
・
三
月
に
は
柴
・

薪
木
集
め
や
雪そ

り舟
・
こ
う
す
き
を
拵
え
、

紙
漉
き
も
行
わ
れ
た
。
七
月
は
ア
サ
を
刈

り
、
八
月
に
そ
の
茎
を
三
、
四
日
川
に
浸

し
皮
を
剥
ぎ
、
三
十
日
間
昼
夜
女
性
が
板

刃
で
苧
引
き
し
繊
維
を
取
り
出
し
た
。
九

月
頃
は
川
胡
桃
を
用
い
た
箕
作
り
が
行
わ

れ
、
そ
の
他
マ
タ
タ
ビ
の
蔓
を
細
く
用
い

た
笊
作
り
も
行
わ
れ
た
。
同
じ
九
月
に
は

漆
掻
き
も
行
わ
れ
、
翌
二
月
に
製
蝋
さ
れ

若
松
に
上
納
さ
れ
て
い
る
。
十
月
～
三
月

は
、
昼
夜
女
性
が
ア
サ
の
繊
維
か
ら
麻

糸
を
紡
ぎ
績
み
、
男
性
も
夜
に
行
っ
た
。

後
に
布
に
織
り
た
て
清
水
な
ど
に
晒
し
、

二
十
日
程
で
名
産
「
伊
北
晒
」
が
仕
上
が

る
。
十
二
・
正
月
は
筵
織
り
が
行
わ
れ
、

同
時
期
に
作
ら
れ
た
草
履
・
草
鞋
・
馬
沓

は
冬
に
他
国
へ
出
荷
さ
れ
た
。

　

採
集
・
狩
猟
で
は
、
三
月
末
～
四
月
に

深
山
で
ゼ
ン
マ
イ
を
採
り
、
八
・
九
月
は

勝
栗
採
り
、
秋
彼
岸
前
後
に
麓
山
で
シ
シ

タ
ケ
・
松
茸
・
シ
メ
ジ
を
採
る
。
夏
か
ら

秋
は
伊
南
川
沿
い
な
ど
で
鱒
漁
が
盛
ん
に

行
わ
れ
た
。
十
月
～
三
月
は
熊
・
羚
羊
を

狩
る
。
熊
が
人
里
に
現
れ
る
秋
は
鉄
砲
を

用
い
、
木
の
洞

う
つ
ろ

に
居
る
冬
・
春
は
洞
を
枝

で
塞
ぎ
穴
か
ら
鎗
で
突
く
。
秋
口
は
通
り

道
に
大
木
・
大
石
で
落
と
し
を
作
る
仕
掛

け
「
お
そ
」
を
用
い
、
春
は
穴
か
ら
出
る

熊
を
大
勢
で
囲
み
鎗
・
鉄
砲
で
狩
っ
た
。

　

こ
の
他
、
養
蚕
も
盛
ん
で
、
福
島
か
ら

蚕
種
を
買
い
求
め
、
四
月
中
旬
に
炭
で
暖

を
取
っ
て
蚕
を
育
て
る
。
ま
た
、
煙
草
も

少
量
栽
培
し
他
国
に
出
荷
し
て
い
た
。

　

諸
生
業
の
羅
列
で
終
わ
っ
た
が
、
本
書

に
は
、
多
様
な
自
然
資
源
を
複
合
的
に
活

用
し
た
、
近
世
奥
会
津
の
生
活
が
刻
み
込

ま
れ
て
い
る
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）

　

明
治
・
大
正
期
の
県
庁
文
書
三
〇
五
〇

に
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
二
月

五
日
付
の
農
商
務
省
水
産
局
長
か
ら
福
島

県
知
事
に
宛
て
た
以
下
の
文
書
が
あ
る
。

　

「
（
前
略
）
陸
海
軍
ハ
常
ニ
糧
食
ノ
備
ヘ

ア
リ
、
又
タ
兵
糧
ノ
製
品
ハ
夫
々
規
定
ア

リ
テ
、
普
通
ノ
食
料
ト
ハ
品
質
製
法
自
カ

ラ
其
趣
ヲ
異
ニ
セ
リ
、
是
以
テ
萬
一
戦
時

久
シ
キ
ニ
弥
リ
、
臨
機
多
大
ノ
糧
食
ヲ
要

ス
ル
ニ
於
テ
ハ
、
豫
メ
設
備
ヲ
整
ヘ
貢
ク

ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、
到
底
急
ニ
應
ス
ル
コ
ト

能
ハ
ス
、
新
ル
場
合
ニ
際
会
シ
魚
類
ノ
如

キ
ハ
漁
期
ノ
定
マ
ル
ヲ
以
テ
、
殊
ニ
措
置

ニ
苦
シ
ム
ヘ
シ
、
今
ヤ
挙
国
力
ヲ
尽
ス
ヘ

キ
ノ
秋
ニ
シ
テ
、
幸
ヒ
東
京
水
産
講
習
所

ニ
ハ
相
當
ノ
設
備
モ
ア
リ
（
後
略
）
」

　

こ
の
文
書
は
、
軍
隊
で
使
用
す
る
缶
詰

の
供
出
を
福
島
県
に
求
め
た
一
連
の
文
書

中
の
最
初
の
一
通
で
、
供
用
可
能
な
水
産

物
の
照
会
を
求
め
た
文
書
の
一
部
で
あ

る
。
日
露
戦
争
開
戦
（
二
月
八
日
）
直
前

の
切
迫
し
た
状
況
が
読
み
取
れ
る
。

　

そ
の
後
、
四
月
十
一
日
か
ら
の
全
国
水

産
試
験
場
長
講
習
会
で
、
福
島
県
に
も
食

糧
（
缶
詰
）
の
供
出
を
求
め
る
流
れ
と
な

り
、
四
月
二
十
三
日
に
は
、
農
商
務
省
水

産
局
長
か
ら
福
島
知
事
に
、
い
わ
し
缶
詰

九
千
缶
を
五
月
二
十
三
日
ま
で
に
供
出
す

る
よ
う
求
め
る
文
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

福
島
県
で
は
、
臨
時
の
予
算
を
組
ん

で
、
石
城
郡
長
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
小

名
浜
で
の
製
造
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、

納
期
ま
で
に
全
量
を
供
出
す
る
こ
と
が
む

ず
か
し
か
っ
た
こ
と
が
、
県
庁
内
務
部

と
、
水
産
試
験
場
と
の
文
書
の
や
り
と
り

か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
夏
頃
か

ら
生
産
も
軌
道
に
乗
っ
て
来
た
よ
う
で
、

毎
月
の
割
り
当
て
と
納
品
の
文
書
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　

缶
詰
の
供
出
は
、
戦
争
終
結
ま
で
続
け

ら
れ
、
水
産
局
か
ら
は
、
荷
造
・
納
期

や
そ
の
味
付
け
な
ど
の
細
か
な
規
定
が
、

度
々
指
示
さ
れ
て
い
る
。
左
図
は
、
さ
ば

缶
詰
の
荷
造
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

終
戦
に
伴
い
軍
用
缶
詰
の
供
出
が
終
了

し
た
後
は
、
農
商
務
省
水
産
局
長
か
ら
製

造
業
者
へ
事
業
継
続
奨
励
の
布
告
が
出
さ

れ
、
明
治
三
十
八
年
十
一
月
に
は
、
大
日

本
農
業
会
と
同
水
産
会
の
合
同
主
催
で
缶

詰
業
者
大
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

日
露
戦
争
は
、
国
を
上
げ
て
大
国
ロ
シ

ア
に
立
ち
向
か
っ
た
戦
争
で
あ
っ
た
が
、

国
内
で
も
総
力
を
上
げ
て
、
兵
站
面
で
の

支
援
を
行
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
資
料

と
な
っ
て
い
る
。 

（
藤
谷 

誠
）
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明
治
三
十
七
年
、

　
　
　
　

軍
用
缶
詰
の
供
出

第 一 図 さ ば 罐 詰 荷 造 法

近
世
期
の
只
見
川
上
流
・

　
　

伊
南
川
流
域
の
諸
生
業



　

明
治
後
期
に
な
る
と
、
日
露
戦
争
後
の

荒
廃
し
た
地
方
社
会
の
再
建
を
目
指
し
て

地
方
改
良
運
動
が
展
開
さ
れ
、
全
国
で
地

方
自
治
の
「
模
範
」
と
な
る
町
村
の
顕
彰

が
行
な
わ
れ
る
。
福
島
県
で
も
、
明
治

四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
、
四
十
三
町
村

の
治
績
を
ま
と
め
た
『
模
範
的
町
村
』
全

四
輯
（
明
治
・
大
正
期
の
福
島
県
庁
文
書

一
〇
六
五
）
が
作
成
・
配
布
さ
れ
て
い
る
。

　

同
書
に
は
、
掲
載
順
に
、
安
積
郡
永
盛

村
・
河
内
村
・
赤
津
村
、
田
村
郡
守
山
村
・

御
木
沢
村
、
相
馬
郡
磯
部
村
、
上
真
野
村
、

石
神
村
・
真
野
村
、
石
川
郡
山
白
石
村
・

浅
川
村
、
東
白
川
郡
鮫
川
村
・
高
城
村
、

西
白
河
郡
小
野
田
村
（
以
上
、
第
一
輯
）
、

岩
瀬
郡
須
賀
川
町
・
西
袋
村
、
耶
麻
郡
喜

多
方
町
・
熱
塩
村
・
堂
島
村
・
慶
徳
村
、

河
沼
郡
堂
島
村
・
笈
川
村
、
大
沼
郡
本
名

村
・
沼
沢
村
・
新
鶴
村
、
石
城
郡
小
名
浜

町
・
神
谷
村
・
飯
野
町
・
泉
村
、
双
葉
郡

津
島
葛
尾
組
合
村
・
長
塚
村
（
以
上
、
第

二
輯
）
、
安
達
郡
木
幡
村
・
岩
根
村
・
太

田
村
・
渋
川
村
、
北
会
津
郡
湊
村
・
高
野

村
（
以
上
、
第
三
輯
）
、
信
夫
郡
佐
倉
村
、

伊
達
郡
立
子
山
村
・
睦
合
村
・
東
湯
野
村
、

南
会
津
郡
伊
北
村
・
富
田
村
（
以
上
、
第

四
輯
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

各
郡
長
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
、
地

方
改
良
運
動
の
精
神
的
支
柱
で
あ
る
報
徳

思
想
ゆ
か
り
の
相
馬
郡
石
神
村
（
二
宮
尊

徳
嫡
孫
の
尊
親
や
尊
徳
高
弟
の
富
田
高
慶

が
居
住
）
の
名
も
見
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
町
村
が
「
模
範
的
」
と
さ
れ

た
理
由
に
つ
い
て
は
、
郡
か
ら
の
報
告
書

を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
と
い
う
本
文
の
書

式
を
見
る
限
り
、
明
確
な
基
準
が
存
在
し

た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、

総
じ
て
言
う
と
、
風
紀
が
正
し
く
、
教
育

や
勧
業
・
衛
生
・
徴
税
に
つ
い
て
積
極
的

な
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
町
村
が
選

出
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
町
村
財
政
の

基
盤
と
な
る
基
本
財
産
の
充
実
が
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
当
時
の
地
方

自
治
制
度
に
お
い
て
町
村
が
課
せ
ら
れ
て

い
た
役
割
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。　

　

同
書
の
緒
言
で
、
県
は
、
町
村
の
「
事

務
ノ
挙
否
ト
其
ノ
事
業
ノ
隆
替
」
は
「
国

政
ノ
消
長
ニ
関
ス
ル
ヤ
重
且
大
」
で
あ
る

と
述
べ
、
「
模
範
的
」
町
村
の
治
績
を
配

布
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郡
町
村
が
「
彼

是
相
参
照
」
し
、
ま
た
紹
介
さ
れ
た
町
村

も
「
名
ニ
恥
チ
サ
ル
様
、
益
良
好
之
成
績

ヲ
挙
ケ
」
て
、
国
家
を
支
え
る
よ
う
求
め

た
の
で
あ
っ
た
。 

（
山
田 

英
明
）

一
、
展
示
公
開
（
収
蔵
資
料
展
）

「
江
戸
時
代
の
農
業
」　

　

当
館
収
蔵
資
料
の
中
か
ら
、
江
戸
時
代

の
農
業
に
関
す
る
史
料
を
展
示
し
、
基
幹

産
業
で
あ
っ
た
農
業
の
実
態
と
役
割
に
つ

い
て
振
り
返
り
ま
す
。

【
会
期
】
七
月
二
十
一
日
（
日
）
ま
で

【
解
説
会
】
七
月
十
三
日
（
土
）
。
午
後
一

時
か
ら
一
時
間
程
度
。

只
見
線
復
旧
応
援
「
奥
会
津
の
古
文
書

―
南
会
津
町
南
郷
地
域
を
中
心
に
―
」

　

伊
南
川
沿
い
南
会
津
町
南
郷
地
域
の
古

文
書
の
中
か
ら
、
村
絵
図
や
地
誌
、
衣
食

住
、
生
業
、
寺
社
、
災
害
な
ど
に
関
す
る

史
料
を
展
示
し
、
山
村
の
生
活
実
態
を
見

て
い
き
ま
す
。

【
会
期
】
八
月
十
日
（
土
）
～
十
一
月
四

日
（
月
・
祝
）

【
解
説
会
】
八
月
十
七
日
（
土
）
、
九
月

十
六
日
（
月
・
祝
）
、
十
月
二
十
日
（
日
）

午
後
一
時
か
ら
一
時
間
程
度
。

「
新
公
開
史
料
展
」

　

『
福
島
県
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目

録
』
第
五
十
集
に
収
録
さ
れ
た
文
書
の
中

か
ら
代
表
的
史
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
会
期
】
十
一
月
二
十
三
日
（
土
・
祝
）

～
三
月
二
十
九
日
（
日
）
。
※
会
期
中
、

工
事
に
伴
う
休
館
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

展
示
解
説
会
に
つ
い
て
も
、
日
程
が
決
ま

り
次
第
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
時
間

は
午
後
一
時
か
ら
）
。

歴
史
資
料
館
移
動
展

只
見
線
復
旧
応
援
「
奥
会
津
の
古
文
書

―
昭
和
村
を
中
心
に
ー
」

【
会
場
】
県
立
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

【
会
期
】
十
月
四
日
（
金
）
～
十
一
月
十

日
（
日
）
（
予
定
）　

二
、
古
文
書
講
座

　

江
戸
時
代
の
村
に
関
す
る
古
文
書
を
題

材
に
、
解
読
に
役
立
つ
基
礎
的
な
知
識
や

コ
ツ
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

【
日
時
】
第
一
回
七
月
二
十
八
日
（
日
）
、

第
二
回
八
月
二
十
五
日
（
日
）
、
第
三
回

九
月
二
十
二
日
（
日
）
、
第
四
回
十
月
六

日
（
日
）
。
各
回
午
前
十
時
～
十
二
時
。

【
会
場
】
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ

ン
タ
ー（
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）二
階
会
議
室
。

【
申
込
・
定
員
】
歴
史
資
料
館
宛
て
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
申
込
（
七
月
六
日
必
着
）
。

定
員
百
名
。
要
資
料
代
千
円
。
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「
模
範
的
」
町
村
と

　
　
　
　
　
　
　

地
方
自
治

模範的町村（明治・大正
期の福島県庁文書 1065）

令
和
元
年
度
行
事
予
定

（
令
和
元
年
七
月
～
令
和
二
年
三
月
）


